
「他にはない素材」「他にはない技術」を駆使して作り上げられた小田切車体のトラックの
荷台。常識を覆すその製品たちは秋田県内にとどまらず、日本各地の企業から注目を集
める。小田切勝実社長の「ものづくり」への情熱と職人たちの確かな技術によって、小田
切車体は成長を続けている。

അंͦΓ͔ΒɺτϥοΫのՙ

小田切車体の࢝まりは、戦後間もない、まだ車がੈ
の中にීٴしていなかった時にる。業者は現社
長の。ॳは業やྛ業、ச࢈業をӦむݸ人向けに、
അ車やそりの製造を行っていた。その後、自動車のීٴ
とともに、業務はΦートྠࡾやトラックの荷台のम理、
フϨーϜのम理などへとҠ行。ত��年から、৽車
トラックの荷台の製造ɾ取り付けが事業の中心となる。
ฏ成ݩ年に༗ݶ会社化。5年前に小田切উ࣮ࢯが社長
を引きܧいだ。

উ࣮社長が小田切車体で働き࢝めたのは2ࡀ�のと
き。それまではۭߤ機や特装車྆などを製造する大手
機ցメーカーにۈめていた。大型トラックのキャϏン
の製造ラインを理する෦ॺにଐされ、機ց加工は

もとより、༉ѹ機構やిܥؾ౷にؔするઃܭからੜ࢈
技術まで、現在の小田切車体を支える多くの識をश
得した。

ϢʔβʔのχʔζにԠ͑ͨ
ՙの開発

現在、小田切車体の業務の大をめるのが、大型ト
ラックの荷台を製造ɾվ造する、荷台Ս装だ。これまで
に製造した荷台は、重機運搬車、原木運搬車、鶏運搬
車、タイヤ運搬車、スςージカー、ྫྷ ଂݿ付きキッチン
カーʜと多छ多様。どんなお客様のどのような事に使
われるかによって、トラックの荷台に求められる機能や
要݅はҟなる。࣮ 際にユーザーのをよくฉき、ࡉかな
ニーズに応えるඞ要がある。

ྫえば、原木運搬車の場合、原木を積み込むために
道に入ると、車高のいリヤバンパーはഁଛしてしࢁ
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有限会社 小田切車体

小田切車体を支える社長と職人たち。
日ຊ֤で׆༂するトラックの荷台を少ਫ਼Ӷで
作り上げている。経営
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有限会社 小田切車体
〒017-0877　秋田県大館市立花字山田渡196番地
TEL.0186-42-6222　FAX.0186-43-0530
E-mail os_truck@ybb.ne.jp
URL http://odagiri-truck.jp

○創業／平成元年
○資本金／1,000万円
○従業員数／17人
○営業品目／製造業　トラック荷台架装及び修理

A 品質を支える確かな溶接技術
B 上下に可動するリヤバンパー
C「チキンリフター」搭載の鶏運搬車
D 荷台にスウェーデン鋼を使った原

木運搬車

まうことが多い。一方で、大型トラックはリヤバンパーに車な
どが追突した場合のもぐり込みを防止する機構の装着が義務付
けられており、無断で構造の変更ができない。そこで、小田切
車体ではリヤバンパーを上下に可動させる装置を開発し、特許
を取得した。

また、養鶏業者からの要望に応えて製作した、鶏の入ったかご
をトラックの荷台に積み込む装置、「チキンリフター」でも特許を
取得している。これまで、養鶏場から出荷する鶏をトラックの荷
台へ積み込む作業はすべて手作業で一晩中かかって行われてい
たが、「チキンリフター」の導入によって、養鶏業者は重労働から
解放され、作業時間も大幅に短縮された。現在は県内や岩手県
の養鶏業者が主なユーザーだが、この評判が業界で広がり、遠く
は九州の養鶏業者からも引き合いが来ている。

他にはない製品の開発を目指して

小田切車体の成長の契機となったのは、荷台への「スウェー
デン鋼」の採用だ。スウェーデン鋼は北欧の良質な原鉱石から
作られる極めて高硬度な鋼鈑で、そのタフな性能から、採鉱や
採掘などの過酷な環境で使用される大型重機に用いられてい
る。「これをトラックの荷台に使えないだろうか？」と小田切社
長が思いついたのは25年前。硬くて薄い鋼鈑で荷台を作れば
車体重量を軽くできる、その分だけ最大積載量を増やすことが
できると考え、すぐに材料を取り寄せて試作に挑戦した。切削
加工や熱処理、溶接など、いくつもの技術課題に直面するも、
試行錯誤を繰り返した末に製品化に成功。現在ではこの鋼鈑を
扱った先駆けとして県外から注目され、「最大積載量を確保で
きる荷台」への受注が増加している。同時に、高速道路での自
動重量測定器による過積載への取り締まりが厳しくなっている
ことや運輸事業者の安全運行意識の高まり等により、「荷台の
軽量化のニーズは今後ますます増えていくだろう」と小田切社
長。お客様のために「もっと強く、もっと軽く」を追い求めるそ
の目は意欲に溢れている。
  「他とは違うこと」「誰もやったことがないこと」に挑戦し続けて
きた小田切車体。その原動力となるのは、社長の少年のような好
奇心だ。横浜での展示会「ジャパントラックショー」やドイツでの

「IAA国際商用車ショー」に足を運び、常に海外メーカーのアイデ
アから刺激を受けている。「ものを作ったり考えたりするのが好
きだし、楽しい」と、使い込まれた製図用ドラフターの前に座って
少しはにかむ。続けて、自分の若かりし頃にいくつもの失敗を経
験してきたことを挙げながら、「今の若い人たちも失敗を恐れず
に、いろんなことに挑戦してほしい」と語る。
「楽しんでものづくりに向き合う」、小田切車体のものづくりの源
泉はそこにある。社長の想いとそれに呼応する職人たちの技術。
昨日までの小田切車体にはない技術を明日に求めていく。
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